助成金審査会で重要となるポイント

①“まち”や市民への貢献度

○市民からいただいている会費や寄附金が、立川のまちや市民に還元される事業か

→社会福祉協議会への会費や寄附などの公的な資金(市民の財産)から助成されるにふさわしい活動か
②共感性と参加のしやすさ

○多くの市民から支持や共感を得られる事業か

○会員だけではなく、市民が何らかの形で関わることできる事業か

③地域性

○立川という“まち”の特性に合わせた活動か

→あいあいプラン（立川市第4次地域福祉市民活動計画）の示す、<4つのまち>に合致する事業内容か

④波及効果・発展性
○同様の活動を行う他の市民活動団体のモデルとなるような先駆的な事業か

○適切な情報発信を行い、広く市民を受け入れ、協働する意思があるか

○助成終了後も継続・発展させるための工夫がある事業内容か

→運営を継続し確実に実施できる体制が十分なものになっているか

→継続的で自主的な活動が今後見込まれるか

○活動の効果が限られた個人や団体のみに帰属する事業ではないか

→助成で購入した備品等の市民への貸し出しは可能か
⑤組織の使命（ミッション）と活動目標（ビジョン）

○団体の使命（ミッション）や活動目標（ビジョン）を明確に持っているか
⑥継続性
○安定した運営をしていくために、助成金だけではなく、多様な財源確保策があるか
⑦課題に対するニーズ分析
○計画立案にあたり、課題を取り巻く環境や現状の課題を的確に把握し、それらを的確に分析しているか
→なぜ今、この事業で助成申請をするのか（社会の課題をどう捉えているか）
⑧申請事業の目的や目標設定
○申請事業の目的や目標が明確か

→社会的な課題に取り組む公益的な活動か
⑨事業の実現性
○事業計画に無理がなく、事業が目標達成に向けて具体的、現実的な内容となっているか
→目的や目標の実現に向けた具体的な計画を立てられているか

→専門性の高いスタッフの参加や他団体との協力、事務局体制の充実度など、事業実施の体制が整っているか
○経費の積算が適当か

→助成対象とならない費目は含まれていないか
→期待される効果に対しての費用が妥当であるか

→事業に要する経費に対し、団体の負担が適切であるか


【審査会での審査について】


上記の基準に沿って共感できるかどうかで判断をする
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